
こんにちは。 

９月は動物愛護週間と敬老の日がありましたね。夏休みのあとは忙しくバタバタ
で、あっという間に９月も終わってしまった岡田響です。 

磯子区獣医師会と磯子区役所では17歳以上のワンちゃんに長寿の表彰を行ってい
ます（役所の狂犬病注射登録からピックアップしています）。今年は例年よりも
頭数がずっと多く（例年の倍近くになっています）、ワンコも高齢化になってい
ることがはっきりとわかる感じです。今年はこの表彰式にも私が（開催側で）参
加することになり、老齢動物についてのお話をすることになってしまいました。 

また、それとは別で、当院独自の長寿表彰も行っています。該当する方にはこれ
から少しずつお声がけさせていただく予定です。 

高齢ペット動物と暮らす高齢者の方も多い時代となり、ペットも飼い主も老々生
活というのも珍しくなくなりました。そしてそんな飼い主さんが、高齢ペットを
どう飼育していくべきか？という悩みに現実問題として直面することが増えてき
ました。介護施設にペットと一緒に入居できるところも出てきているようですが、
まだまだ一部だけのようです。飼えなくなった場合は、ご家族がその後のペット
の面倒をみているケースが多いと感じますが、そんなに都合のいいことばかりで
はありません。でも、本当に面倒を見れない状況になってからでは次の飼い主さ
んを探すのはとても大変なことです。 

一方では、脳科学的にペットは高齢者の生活維持によい刺激になることもわかっ
ているので、一緒にいることでメリットもあるわけです。ワンコを紹介してくれ
る知人のブリーダーさんに、そんなボヤキをしてみたところ、「うちで購入して
くれた子だったらそういうときはうちで面倒見るよ！」なんていううれしい返
答！でした。でもこういうところはめったにありません。 

もしもがあるのは嫌ですが、自分の生活とペットの生活がそうなりそうなときは
とにかく早く行動、早く相談してくださいね。そして、ワンコ購入の際に相談が

必要な方にはこういう人を紹介したいと思います。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
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お知らせ 
トリミングは10月はまたまたいっぱいになってしまいました。 
11月や12月も、もう予約が・・・ 
近隣区のペットサロン様にもご協力いただけることになりました。 
トリミングのご利用は、こちらでもご相談下さい。 
（病気治療中の子や人手が必要な子はできないことがあります） 
フレンズ さん  045-775-0273 



  最近あった診察室の会話から 
「先生、ご紹介頂いたフードはちょっと高いので…」 
「そうですか。それは残念ですが、ヒトが食べられる程度の品質の原材料を使
うとあのくらいの値段になってしまうようなんです。10キロで1000円位のお
肉って、想像できますか？100グラムではなくて1キロ100円ですよ！スーパー
で安い鶏むね肉を買っても100グラム59円。小麦粉やお米でも1キロでいくらに
なるでしょう？安いものの中には本来は処分されそうな材料にお薬を使って食
べられるように加工してしまうものもあるみたいなんです。数年前にペット
フードの法律が整い、基準ができました。しかし、基準にないものが今もその
ままだとは思いたくないですが、個人的にはあまり安いものは何が入っている
か警戒してしまいます。フードでは病気は治せませんが、なるべく病気にさせ
ないようにするために、やはり普段の食べ物が大事なのではないかと思ってい
ます。」 
「そうなんですかぁ。ぜんぜん考えたこともありませんでした。」 
「みんなを見ていると、普段の食事で違いを感じています。だから強くお勧め
しています。」 
「ちなみに、ペットのおやつ、ってこれは基準がないんです。だから良く選ん
でくださいね。」 
 

ベッツプラン（健康維持フード）のお話から 

  小田島さんが合格しました！ 
１年以上かけて毎月やってきました、ロイヤルカナンの栄養学の院内セミナー
ですが、３人になって忙しい日々となっても継続してきました。そのおかげも
あって、９月になって、小田島さんがフードアドバイザーの試験に合格しまし
た！！おめでとう！！ 
勉強をしていく過程で、なぜ自分たちがみなさんにこれを勧めるのか？の理解
が深まり、そしてご家族も一緒に続けている結果、みんなが元気でいる姿を
日々観察し、それを実感できるようになっていると思います。元気な姿を見て、
「やっぱりこれにしてもらってよかった」 
「そうそうこうなったらOK」 
などと思うんです。 
ペットフードを病気の治療の助けにするのも大事なのですが、病気にならない
ようにやっておける部分でもありますので、当院のお勧めフードも機会があり
ましたらお試し頂きたいと思います。そして、私たちにフードのことも 
 お気軽に質問・相談してみてください。 

ルーシーを探せ 
先月インスタで送ったクイズの答えはかわらばんでした。 
ルーシーは小田島さんちのワンコです。今月はカボチャですね！ 




